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   愛知県の養豚場における豚の死体の不適切な扱いについて 

 

日頃より、家畜衛生の推進に御協力いただき感謝申し上げます。 

御承知のとおり、昨年９月に岐阜県において我が国で 26 年ぶりとなる豚コレラが発生

して以降、計５府県 10 例の発生が確認されております。また、岐阜県及び愛知県におい

ては、野生イノシシで 175 例の豚コレラの陽性事例が確認されております。 

このような状況の中、昨日、愛知県愛西市の養豚場において、管理者が豚コレラを疑

い、死亡した豚を豚コレラの疑いがあるとして農場内で焼却していた事例が確認されま

した。農場への立入検査及び精密検査の結果、今回の事例は豚コレラではありませんで

したが、万が一の際は、豚コレラの発見が遅れ、感染を更に拡大させるおそれがありま

す。また、死体を適切に処理しなかった場合には、廃棄物の処理及び清掃に関する法律

（昭和 45 年 12 月 25 日法律第 137 号）に抵触するおそれがあります。 

つきましては、本事例について家畜の所有者、関係機関、関係団体等に周知いただき、

豚コレラを疑う異状が確認された場合には、速やかに家畜保健衛生所に通報するよう農

家に対して改めて指導の徹底をお願いいたします。また、このような事例が二度と起こ

らないようにするため、無断で家畜の死体を焼却・埋却することのないよう指導をお願

いいたします。 
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